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徳地の巨木巡り

～ゴボウが大木になっちゃった～

探鳥会という名の森歩き
～徳地の森は魅力いっぱい～

深谷の入口の素敵な民家

～手漉き和紙の家が出来るよ～
６月 25 日（金）の早朝に、
徳地文化協会のメンバーが、
“探鳥会”に挑戦しました。講
師は、日本野鳥の会々員歴 44
年の山根政登さんです。
国立山口徳地青少年自然の家
から愛鳥林周辺は、森林セラ
ピー基地山口の中心地でとても
魅力的です。姿は見えなくても
鶯のさえずりが我々を温かく迎
えてくれました。歩く木立の中
はフィトンチッドで充満。４時
間のちょっと寿命が延びるい～
いひとときでした。
　　　　（取材：池田特派員）

徳地にはいくつも巨木が育ってい
ます。滑の三本杉、出雲神社の大杉、
須賀神社の参道の大杉、妙見神社の
大銀杏、などなど。
実は私の庭にも巨木があります。
野良ばえのごぼうが 3 年かけて大木
に育ちました。たくさんの紫色の可愛
い花もつけています。
高さは２ m３０㎝、倉庫の屋根ま
で届いています。でも、これ大木な
んかなぁ～、大きな大きなゴボウの
「大木」。巨木巡りコースのポイント
にいかがですか。（取材：池田特派員）

もう７年目になるんだね～、と感
慨深く懐かしい思いに浸りました。
　地域おこし協力隊員として徳地に
赴任してきたあの船瀬春香さんが、
この度、徳地に
ハズバンドと一
緒に移住。アメ
リカ人のマーク
さんです。
重源の郷の入口という絶好のロ
ケーション。「マークの英会話カ
フェ」も始めました。手漉き和紙か
ら星野リゾート、そして国際的な町
になりそうです。
（取材：徳地づくり達人塾、池田特派員）

島地、小古祖、柚木で
肥育されていますが、多
くは、大阪市場に出荷さ
れることから、地元に出
回ることは、ほとんどありません。柚木、賀
屋牧場の一部が山里農産加工販売所や南大門
や大原湖キャンプ場で販売されています。
キャンプ場では、バーベキューセットも用意
されており、その場で楽しむことが出来ます。

山里農産加工販売所

大原湖キャンプ場 南大門

山里農産加工販売所 竹村商店

徳地和牛安心安全をお届けします!安心安全をお届けします!

徳地和牛 風と水と空と、
はぐく

育まれて

【生産状況】トウモロコシと配合飼料に徳地産稲わら、牧草をブレンドした飼料を与え、安心安全を
お届けします。年間約 180頭出荷しています。 （情報提供： 徳地肉牛生産組合）

肉
う
ど
ん

ゴボウ
の花
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■
受
け
継
が
れ
て
16
年

柚
野
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
山
里
農
産
加
工
販
売
所
は
、
２

０
０
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。同

時
に
と
う
ふ
工
房
や
粉
か
ら

挽
く
本
格
手
打
ち
そ
ば
工
房
も
併

設
さ
れ
、
２
０
０
７
年
か
ら
斉
藤

さ
ん
が
担
当
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

道
13
年
の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。

と
う
ふ
作
り
の
朝
は
早
く
、
私

は
午
前
3
時
起
床
、
車
を
走
ら
せ

る
こ
と
40
分
、
着
い
た
時
に
は
、

既
に
大
豆
を
す
り
つ
ぶ
す
作
業
が

始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

滅
多
に
見
る
こ
と
の
出
来
な
い

作
業
を
写
真
で
お
伝
え
し
ま
す
。

と
う
ふ
作
り
は
、
時
間
や
温
度

が
重
要
で
、
最
初
は
失
敗
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
今
で
は
、
他
の

作
業
と
併
用
し
な
が
ら
行
っ
て
お

ら
れ
、
鍋
に
移
し
た
り
、
絞
り
機

に
移
し
た
り
、
私
が
思
っ
て
い
た

よ
り
重
労
働
で
し
た
。
阿
東
東
学

校
給
食
共
同
調
理
場
に
月
１
０
０

丁
近
く
納
品
さ
れ
て
お
り
、
斉
藤

さ
ん
は
、
と
う
ふ
か
ら
そ
ば
打
ち

ま
で
、
10
時
間
近
く
勤
務
さ
れ
て

お
り
、
今
年
か
ら
案
野
さ
ん
が
手

伝
い
か
た
が
た
勉
強
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
守
り
た
い
徳
地
の
宝

か
つ
て
は
、
徳
地
に
い
く
つ
も

の
と
う
ふ
工
房
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
自
慢
の
味
を
楽
し
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
が
、
今
で
は
２
軒
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
ん

に
ゃ
く
や
お
餅
も
同
じ
で
自
宅
に

工
房
を
構
え
、
個
性
豊
か
な
手
作

り
の
数
々
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
ね
。
何
と
か
守
り
た
い
と

こ
れ
ま
で
以
上
に
思
っ
た
取
材
と

な
り
ま
し
た
。

（
取
材
：
徳
地
づ
く
り
達
人
塾
）

研ぎ澄まされた
腕と勘
柚
野
山
里
農
産
加
工
販
売
所

と
う
ふ
工
房 

斉
藤 

優
さ
ん
︵
78
︶

◆
廃
線
マ
ニ
ア
っ
て
知
っ
ち
ょ
る
か
？

こ
な
い
だ
の
ぉ
〜
、
佐
波
分
校
の
二
年
生
が
防
石
鉄
道
の
堀
か
ら

先
は
残
っ
ち
ょ
る
ん
か
っ
て
聞
い
て
き
よ
っ
た
ん
よ
。
た
ま
げ
た

い
の
〜
。
17
歳
で
よ
〜
。
そ
ね
〜
な
こ
と
に
興
味
が
あ
る
な
ん
て

の
ぉ
〜
！

◆
山
陰
・
山
陽
を
つ
な
ぐ
動
脈
に
！

大
正
8
年
（
1
9
1
9
）
７
月
か
ら
三
田
尻
・
堀
間

（
1
8
.
7
k
m
、
55
分
、
70
銭
）
を
蒸
気
機
関
車
が
走
り
始
め
ま

し
た
。
佐
波
川
流
域
の
住
民
に
と
っ
て
は
交
通
の
便
利
さ
、
木
材
、

木
炭
、
農
林
物
産
、
和
紙
な
ど
の
運
搬
に
貴
重
な
存
在
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
地
福
か
ら
島
根
県
益
田
ま
で
つ
な
ぐ
計
画
で
し
た
。

◆
歴
史
に
「
も
し
」
が
あ
っ
た
ら
の
〜

鉄
道
が
西
い
伸
び
よ
っ
た
頃
に
ゃ
〜
の
。
山
陽
線
が
三
田
尻
か
ら

山
口
経
由
で
小
郡
へ
ち
ゅ
う
計
画
じ
ゃ
っ
た
ん
ぞ
。
へ
〜
で
も
、

反
対
が
あ
っ
た
そ
い
や
。
後
で
小
郡
か
ら
山
口
へ
線
路
を
敷
い
て
、

さ
ら
に
益
田
ま
で
伸
ば
し

た
ん
ち
ゃ
〜
。
先
に
堀
か

ら
益
田
ま
で
つ
な
い

じ
ょ
っ
た
ら
の
〜
。
今
頃

は
ど
ね
〜
な
っ
ち
ょ
っ
た

か
の
〜
。

（
参
考：

徳
地
町
史
、

追
憶 

防
石
鉄
道
株
式
会

社
、防
府
佐
波
歴
史
物
語
）

（
執
筆：

池
田
特
派
員
）

『防石鉄道』の跡
を辿る人々

昔の島地川鉄橋・・・懐かしいの～

前
日
に
水
に
浸
し
た

大
豆
を
す
り
潰
す

四
角
に
切
り
離
し
容
器
に
入
れ
る

絞
る
（
豆
乳
と
お
か
ら

に
分
け
る)

に
が
り
と
柚
木
産
柚
子
を
加
え
る

案
野
さ
ん

豆
腐
づ
く
り
の
工
程
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マイナンバーカードの申請のお手伝いについて

「マイナンバーカードの申請」をお手伝いします！
　マイナンバーカードは作りたいけど、自分でオンライン申請をするのはちょっと不安
という方の「申請に必要な写真撮影」及び「オンライン申請」をお手伝いします。
　ご希望の方は、事前に電話か窓口で予約が必要です。お気軽にご利用ください。
　また、今年度は、マイナンバーカードの受取りのために再度来庁して頂く必要が無い
ように、希望者については、マイナンバーカードを本人限定郵便により送付する申請時
来庁方式を実施します。
【日　時】 毎週水曜日（令和４年1月２６日まで）　９：００～１１：００、１４：００～１６：００
【場　所】 徳地総合支所総合サービス課
【必要なもの】 ①通知カード　②本人確認書類（運転免許証、健康保険証等）※詳しくは、予約時にお伝えいたします。
【連絡先】　総合サービス課　☎５２－１１１３

重源の郷及び徳地地域活性化プロジェクト
チームの取組報告【第 5弾】

　7月2日（金）に第8回重源の郷及び徳地地域活性化プロジェ
クト会議を開催しました。

　今回の会議では、昨年 11 月からワークショップを重ね、重
源の郷や徳地地域の活性化の方策を検討する中で、メンバー
から出た意見をもとに、観光を生かした地域づくりの専門家
である村橋克則氏（現大正大学社会共生学部教授）からアド
バイスをいただきながら、あるべき理想の姿のイメージをふ
くらませ、参加者で共有していきました。
　また、県内他市や近隣県を対象にアンケート調査を並行し
て実施するなど、コンセプトづくりに必要な取組を適宜行っ
ています。
　今回から、重源の郷の職員も参画し、いよいよ会も佳境に入っ
てきました。今後、現状や課題などを踏まえながら、この秋
頃までのコンセプトづくりに向け、メンバー一同全力で取り
組んでまいりますので、地域の皆様の温かいご支援をお願い
します。　　　　観光交流課　☎０８３－９３４－２８１０

 　やまぐちサッカー交流広場では、サッカーをする方だけで
なくトレーニングを通して地域の方の健康づくりのお手伝い
になればと考えております。

【講　師】 山内康平先生
 回ごとに、膝や腰、肩の痛みの対処や予防につい
 ての講話も盛り込み、トレーニングの仕方を実際
 に体験できる楽しい講座です。
【日　時】 ８／１９（木）、９／１６（木）、１０／２１（木）、
 １１／１８（木）、１２／１６（木）の
 ９：３０～１時間程度
【場　所】 やまぐちサッカー交流広場
 ２階　ミーティングルーム
【参加費】 １回１，０００円（通常利用は１回２００円）
【定　員】 先着８名　※要申込
【申込み・問合せ先】
 やまぐちサッカー交流広場　☎５６－０８８８

理学療法士によるカラダを
整えるマシンの使い方講座

 要予約

ぜひ、ご参加

ください!

ミーティングルーム
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すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２

のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３

◆◇図書館だより◇◆ ☎５２－００４３☎５２－００４３

令和４年度供用開始予定の

「徳地地域複合型拠点施設」が

できるまでの建設風景観察記録です。
「２０２１とくぢ夏祭り花火大会」中止のお知らせ

　８月末に開催を予定しておりました「２０２１とくぢ夏
祭り花火大会」を、新型コロナウィルス感染防止のため中
止することといたしました。
問合せ先　とくぢ夏祭り花火大会組織委員会事務局
　　　　　☎０８０－２９１６－８８７８（山口観光コンベンション協会徳地支部）

休日・夜間診療のご案内（防府市内）

8 月・9月の開設日
15
16
17
18
19

20
21
22
23
24

25
26
27
28
29

30
31
1
2
3

4
5
6
7
8

9
10
11
12
13

14

　
　
　

【夜間救急病院】( 平日、休日にかかわらず）

＊山口市内は市広報に掲載しています。どちらも利用できます。
【内科・小児科】（受付 8:30 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【歯科】（受付 8:30 ～ 11:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【外科】当番医療機関 ( 診療 9:00 ～ 17:00）
8月１５日（日）
１６日（月）
２２日（日）
２９日（日）

9月　５日（日）
１２日（日）

三田尻病院（お茶屋町） ☎22-1110
松本外科病院（天神） ☎22-1409
しみず医院（栄町） ☎38-8883
たかきｸﾘﾆｯｸ（台道） ☎33-1050
ながみつｸﾘﾆｯｸ（中央町） ☎20-1230
防府整形・ﾘｳﾏﾁｸﾘﾆｯｸ（新田） ☎25-1060

図書館
休館日

8月／１６・２３・２６・３０
9月／６・１３

９月１６日（木）　作って遊ぼう！（敬老の日のプレゼント製作）

　　２４日（金）　たんじょう会

　　３０日（木）　めぐみ先生の簡単レシピ

１０月１４日（木）　楽しい食育

８月２８日（土）水遊び（水鉄砲・紙コップのヨット・水風船）

９月１１日（土）小麦粉粘土でお団子作ろ♪スライムであそぼ♪

【新しく入った資料】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎文学 仮面／伊岡 瞬  
◎一般書 ぼくのお父さん／矢部 太郎  
◎実用書 わたし、家を買えますか？／うだ ひろえ  
◎ティーンズ くらべてわかる英単語図鑑／牧野 高吉，林 ユミ 
◎物語・児童書 てっぺん！／相羽 鈴，冬木  
◎絵本 みてみて！クオッカ／福田 豊文，なかの ひろみ 
◎郷土資料 山口のトリセツ   
 
【企画展示】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎今月のテーマ 近代　Novels
◎絵本 海の生きものたち
◎一般 暑い夏を乗り切るヒント
◎児童・ティーンズ こわくない おばけ・妖怪大集合！ 

【お知らせ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・徳地歴史講座第６回『幕長戦争と徳地』

～農兵隊「徳地半大隊」を語る～
日時：９月１２日（日）　１０時～１２時
会場：山口市立徳地図書館　視聴覚室
講師：山田　文雄　氏　（徳地幕末維新歴史放談の会　代表）

・雑誌「saita」、「まぁまぁマガジン」の休刊にともない、
新たに「大人の teatime」と「野菜だより」の購入を開
始しました。
お立ち寄りの際は、ぜひお手にとってみてください。

梅雨が明け夏の夕立ち後

南大門側から撮った一枚（7月 14日撮影）

上記の行事につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容の変更、中止又は延期
となる場合があります。詳しくは上記各行事の問合せ先にご確認ください。

18

29

29

2

8

14

認知症家族会（やすらぎの会）　

親子で探検森歩き～秘密の渓谷　

出雲地区ラジオ体操・ウォーキング　

健康相談（徳地保健センター）　

育児相談　ブックスタート併設（徳地保健センター）　

憩いステーションとくぢ（徳地保健センター）　

（問）基幹型地域包括支援センター徳地分室　☎５２－０６７０

（問）森林セラピー山口　☎５６－５２３４

（問）出雲地域づくり協議会　 　☎５２－０２１７

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）地域活動支援センターやまぐち　☎０８３－９８６－２８３２

水

日

日

木

水

火

（8 月 15 日～9 月 14 日）

8

9
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>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

　海外で出会った友達のレジスが遊びに来て
くれました。アジアが大好きな彼は畳に座っ
て食事をするし箸の使い方も上手です。
　ドローンで動画を撮るのが好きで重源の郷
や大原湖など徳地の色々な風景を動画に収め
ていました。山口の自然や我が家の古民家の
雰囲気を気に入って 2 年後も遊びに来てくれ
ました。私たちの家族とも仲良くなって甥っ
子たちともたくさん遊びました。そのうちま
た遊びに来るのでその時にはもっと徳地遊び
を楽しみたいと思います。

（超民家やまね）

　そのようなことで建議が認められ、採用されたのみ
ならず、法主の下で黙雷らは改革案の作成と、その実
行までも携わることになり、明治三（1870）年には
本願寺参政に

ばって き

抜擢され、仏教界を代表する形で明治政
府と渡り合う立場となる。
　黙雷らの無尽の努力によって過去の悪しき習慣に
よって硬直した制度、風儀、人事、財政等全般にわた
る改革の目途が立ったので、次に目指したのは途方も
ない障壁、すなわち新政府の宗教政策に対して挑むの
である。これから黙雷の政府、国相手の壮絶なる闘い
の活躍が全開するのであるが、この時期を仏教界では
「黙雷の時代」と称している。
　新政府は王政復古の論告を発し「国家政策基本理念
を神武創業の始」に発すとした。つまり王政復古の大
号令は即ち新政府による廃仏毀釈、非仏教の宣言の形
となった。具体的に云えば、日本国家体制を仏教伝来
以前の神武時代の古代に復古するとした。これは前出
の平田

あつた ね

篤胤など国学者の理論である。新政府は神道を
国教に位置づけようとして、「大教宣布」を明治三
（1870）年に発布する。これは言うなれば仏教そのも
のを否定する素地を含んでいた。このことが前述の排
仏思想、廃仏毀釈運動へと連動していったのは間違い
ない。
　黙雷にとっては、この国の政治による仏教の荒廃と
消滅の危機そしてキリスト教の

まんえ ん

蔓延という二重の難関
対策に己の全知全能を傾けることになる。黙雷のとっ
た行動を見ると二つの側面をみることが出来る。一つ
は、宗教のあり方の理論、二つには具体的な政策に対
する建議である。
　黙雷の考えの基本は、「教法は人の信仰に一任する
ものなり、宗旨は人心の言の左右すべきものに非ず」
さらに「キリスト教は

ぞ う か

造化の主寧を説き、仏陀は万法
を心に帰す」、そして「法然と親鸞によって

かい け ん

開顕され
た浄土教はいかなる権力によっても抑圧されない人類
不偏の平等性をもっとも具現的に示した大乗仏教精神
の極致である」（注）とまで論じている。
　（注）川村覚昭著「島地黙雷の教育思想研究」より）

（執筆：冨永和信氏）
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